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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年11月26日(2015.11.26)

【公表番号】特表2012-515730(P2012-515730A)
【公表日】平成24年7月12日(2012.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-027
【出願番号】特願2011-546611(P2011-546611)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  15/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/61     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 235/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  61/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   2/82     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 209/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   15/38     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ  211/61     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６１０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６２０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６５０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６４０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６５５　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６４５　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６８０　
   Ｃ０７Ｄ  235/08     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   61/00     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｃ    2/82     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  209/06     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年10月7日(2015.10.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用される記号は以下の意味を有している式（Ｖ）の化合物であって：
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【化１】

　Ｒ１及びＲ１２は、Ｈ又はＤ原子であり；
　Ｒ１３は、出現毎に、同じであるか又は異なっており、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、
ＣＨＯ、Ｎ（Ｒ１４）２、ＣＮ、ＮＯ２、Ｓｉ（Ｒ１４）３、Ｂ（ＯＲ１４）２、ＯＳＯ

２Ｒ１４、１～４０のＣ原子を有する直鎖状アルキル、アルケニル、アルコキシ及びチオ
アルコキシ基、３～４０のＣ原子を有する分枝状の又は単環もしくは多環式アルキル、ア
ルケニル、アルコキシ及びチオアルコキシ基であって、それらの各々は、１以上の基Ｒ１

４により置換されていてもよく、それらの各々において、１以上の非隣接ＣＨ２基は、Ｒ
１４Ｃ＝ＣＲ１４、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ１４）２、Ｇｅ（Ｒ１４）２、Ｓｎ（Ｒ１４）２、
Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ１４、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ１４）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ
１４、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ１４により置き換えられていてもよく、また、それらの各々に
おいて、１以上のＨ原子は、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ又はＮＯ２により置き換えら
れていてもよく、又は５～４０の芳香環原子を有する芳香族又は芳香族複素環系であって
、各々の場合、１以上の基Ｒ１４により置換されていてもよく、又は５～４０の芳香環原
子を有するアリールオキシ又はヘテロアリールオキシ基であって、１以上の基Ｒ１４によ
り置換されていてもよく；
　Ｒ１４は、出現毎に、同じであるか又は異なっており、Ｈ及び１～２０の炭素原子を有
する脂肪族炭化水素基であって、当該脂肪族炭化水素基の１以上のＨ原子は、Ｆにより置
き換えられていてもよいものからなる群より選択され：
　Ｒ２及びＲ１１は、Ａｒであり；
　Ａｒは、出現毎に、同じであるか又は異なっており、５～４０の芳香環原子を有する芳
香族又は芳香族複素環系であって、１以上の基Ｒ１３により置換されていてもよいもので
あり、但し、Ａｒは、それが、式（Ｖ）の芳香族骨格に直接的に結合している場合、トリ
アリールアミンとは異なる。
【請求項２】
　請求項１に記載の化合物であって、Ａｒは、出現毎に、同じであるか又は異なっており
、５～３２の芳香環原子を有する芳香族又は芳香族複素環系であって、１以上の基Ｒ１３

により置換されていてもよい化合物。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の化合物であって、当該基Ａｒは、式（ＶＩＩ）～（ＸＩＩ）
の群より選択され、
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【化２】

　破線の結合は、ベンゾ［ｃ］フェナントレンユニットへの連結を示し、Ｒ１３は、請求
項１記載の意味を有し、更に：
　Ａｒ１は、５～１６の芳香環原子を有するアリール又はヘテロアリール基であって、そ
れらの各々は、１以上の基Ｒ１３により置換されていてもよく；
　Ａｒ２は、出現毎に、同じであるか又は異なっていてもよく、５～２０の芳香環原子を
有するアリール若しくはヘテロアリール基であって、それらの各々は、１以上の基Ｒ１３

により置換されていてもよく；
　ｑは、１である化合物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の化合物であって、Ｒ１３は、出現毎に、同じであ
るか又は異なっており、Ｈ、１～９の炭素原子を有する脂肪族炭化水素、Ｃ６－１０アリ
ール基及び５～１４員のヘテロアリール基からなる群より選択され、当該脂肪族炭化水素
基、アリール基及びヘテロアリール基のうちの１以上のＨ原子は、Ｆにより置き換えられ
ていてもよい化合物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の化合物の製造方法であって、反応性の遊離基によ
り置換されているベンゾ［ｃ］フェナントレンは、官能化した芳香族化合物に連結される
ことを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の化合物の電子デバイスにおける使用。
【請求項７】
　有機エレクトロルミネセンスデバイス（ＯＬＥＤ）、有機電界効果トランジスタ（Ｏ－
ＦＥＴ）、有機薄層トランジスタ（Ｏ－ＴＦＴ）、有機発光トランジスタ（Ｏ－ＬＥＴ）
、有機集積回路（Ｏ－ＩＣ）、有機太陽電池（Ｏ－ＳＣ）、有機電界クエンチデバイス（
Ｏ－ＦＱＤ）、発光電気化学セル（ＬＥＣ）、有機レーザーダイオード（Ｏ－ｌａｓｅｒ
）及び有機光受容体からなる群より選択され、請求項１～４のいずれか１項に記載の少な
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くとも１つの化合物を含んだ電子デバイス。
【請求項８】
　請求項７に記載の有機エレクトロルミネセンスデバイスであって、請求項１～４のいず
れか１項に記載の化合物を、発光材料（ドーパント）、りん光若しくは蛍光ドーパントの
ためのホスト材料、正孔輸送材料、正孔注入材料又は電子輸送材料として使用したことを
特徴とする有機エレクトロルミネセンスデバイス。
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